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１　はじめに

（１）対象地域の概要

　交野とは、現在の行政区分で大阪府北東部の北河内地区の一角を占める交野市を指すが、本稿では、

旧交野郡域の大半にあたる現在の枚方・交野市域を対象とする。生駒山系の北端の山地・丘陵に囲ま

れた台地である。山地から台地にかけては淀川の支流が３つに集約され流れている。天野川は、奈良

県生駒から発し、交野市域・枚方市域を縦断する河川である。また、穂谷川、船橋川という２本の河

川が淀川へ注ぐ。交野台地上はこうした河川により谷地形が多いことを特徴としている。弥生時代か

ら古墳時代の可耕地であった低地部が少なく、農業生産に適さない地と評価されてきた。

　この交野は、現在の関西の重要都市である京都、大阪、奈良の三都の中間地点という好立地にあり、

古墳時代においてもその重要性が指摘されている。水野正好は、大阪湾から淀川、天野川の河川交通

を利用して奈良盆地へと抜けるルートが古墳時代において重要なものであり、この交通条件を河内地

域のなかでも多くの古墳群が築造された要因の一つと考えた（水野正好1992・2009）。この点の重要

性は、後述の古墳時代研究においても指摘されているところである。また和田萃は継体大王擁立地域

である北河内と山背を結ぶ最短ルートとして普賢寺越えを重視している（和田1994）。近年では上杉

和央が近現代の地形図から、地形に即した北東 ‐ 南西方向に走る道を推定するとともに、その推定

道沿いに枚方市域の古墳時代集落遺跡が分布することを指摘している（上杉2014）。船橋川流域から

天野川下流域の遺跡動態を捉える時に重要な指摘である。こうした陸路・水路により、王権の中枢で

あった奈良盆地あるいは河内へ抜けるルートの一つとしてきわめて重要な地域の一つである。

（２）目的と構成

　ここでは、淀川流域における北河内地域の一角を占める交野における古墳時代の集落遺跡の動態を

明らかにしたい。古墳時代の集落の変遷を明らかにするためには古墳の築造状況が重要な背景となる

ため、まず、古墳の築造動向を、研究史をふまえて整理する。次に、集落と生産遺跡の動向を整理する。

そして、これらの遺跡の動向を総合することにより、交野における遺跡動態の変遷を明らかにする。

２．交野の古墳

（１）古墳の様相

　研究史上、この交野地域の古墳がどのように位置づけられてきたのか整理する。次に個別遺物の研

究史を整理するなかでこの地域の古墳築造の背景を整理したい。

　北河内地域内部における古墳の動態については次のような研究がされてきた。片山長三は『交野町
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史』において現在の交野市域の古墳について整理した（片山1963）。また同時期に北野耕平は『枚方

市史』において研究の基礎となる古墳の動向を明らかにした（北野1967）。その後、森古墳群などの

調査成果を受けて水野正好が交野市域の古墳について叙述した（水野1992）井上主税は埴輪編年研究

の進展をふまえ、交野周辺の古墳の年代観を見直した。特に、禁野車塚・牧野車塚が森古墳群と併存

するものであったことを明確にし、古墳時代前期において複数の首長系列が存在したと推定した（井

上2003）。西田敏秀は枚方市域の古墳を中心として動向を明らかにし、古墳時代前期における天野川・

穂谷川流域における前期古墳の並列が明らかにしている（西田2005・2009）。穂谷川流域では、牧野

車塚から赤塚山への系列を推定。天野川下流域では、系譜を追えなくなるとしている。また万年寺山

古墳周辺埋葬の箱式石棺と、淀川水系の前期古墳で類例があることを指摘している。関真一は、古墳

時代後期の北河内に首長墓が不在であるとみる。河内地域において、在地首長の心音寺山古墳被葬者

などを介在させ集落ごとの渡来系集団を大王が掌握したと考える（関2007）。一瀬和夫は、禁野車塚

について出土埴輪から４世紀初頭もしくは３世紀代に遡る可能性を示すとともに、丁瓢塚の墳丘との

類似を指摘した（一瀬2009）。真鍋成史は交野市域の首長系譜を整理した。天野川中～下流域の郡津

丸山古墳および妙見山古墳では首長系譜を追えないのに対して、天野川上流域で森古墳群に前方後円

墳の集中するものと評価した（真鍋2009a）。こうした研究成果や後述の個別の古墳研究の成果をふま

えた編年図が図１および表１・表２である。

　また、古墳時代研究のなかでは、この交野の古墳が、畿内地域においてどのように位置づけられて

きたものか整理しておく。都出比呂志は北河内の首長系譜の変動を中央政権の変動に連動したものと

捉えている（都出2010）。白石太一郎は、北河内や摂津で出現期古墳が築造されたのは、初期ヤマト

王権の領域外であったためと評価した（白石1998）。和田晴吾は古墳秩序の中で交野の古墳変動をと

らえた。特に、後期に首長墳が不在である点に注目しており、その背景として、墓域を別にもつ可能

性と、豪族自体が交野に不在となっている可能性を提示した（和田2009・2011）。福永伸哉は、舶載

三角縁神獣鏡の分布状況などから、３世紀中頃にヤマト政権と連携を強めた「台頭型」の地域として

評価するとともに、その要因を大和盆地へと至る河川・陸上交通ルートの一つであったことに求めて

いる（福永2011）。

（２）埴輪研究の動向

　交野の古墳の各構成要素の研究動向を整理したい。北河内地域の古墳の編年研究は、埴輪研究の進

展によるところが大きいものである。またその研究成果の中では、地域内・地域間における古墳の関

係が明らかにされてきた。

　円筒埴輪編年が構築される中で、交野地域の埴輪編年をいちはやく整理したのは河内一浩である。

これにより、大枠での編年観が構築されたほか、車塚古墳群の車塚V号墳出土の須恵質円筒埴輪から

地域生産の可能性を指摘されている（河内1990）。海邊博史らは　森１号墳で新たに採集された二重

口縁壺・埴輪を整理・報告し、奈良盆地内の前期古墳出土のものとの類似を明らかにするとともに、

３世紀代後半にさかのぼりうる位置づけを明らかにした（海邊ほか2000）。井上主税は埴輪の編年を



木津川・淀川流域における弥生～古墳時代集落・墳墓の動態に関する研究

93

穂谷川 天野川

埴輪
（川西）

一部改

須恵器
（田辺）

禁野車塚
(110)

牧野車塚
(107)

赤塚山
(？)

万年寺山
(？)

藤田山
(？) 妙見山

(？)

禁野上野
(40)

白雉塚
(40)

鍋塚
(67)

１号・雷塚
(106)

２号・向山
(58)

３号・山神
(46)

４号
(50)

1号・東車塚
(65)

3号・東車塚南
(22)

5号・V
(17)

大畑
(85)

４号・西車塚南
(16)

中振１
(16)

中振2
(15)

上流右岸上流左岸中流右岸中流左岸

郡津丸山
(？)

年代不明

下流右岸下流左岸

清水谷
(12)

3号
(11)

焼垣内
(？)

宇山1
(13)

寺古墳群

倉治古墳群

姫塚
(40？)

宇山2
(14)

第Ⅰ期

第Ⅱ期

第Ⅲ期

第Ⅳ期

第V期

TK73 
TK216
ON46
TK208

TK23

TK47

MT15

TK10

TK43

TK209

土師器

庄内・新

布留・古

布留・中

布留・新

時期・年代

300年

500年

400年

600年

九頭神廃寺 長宝寺跡 須弥寺跡中山観音寺跡

森古墳群

車塚
古墳群

１号
(？)

小倉東E1
(14)

百済寺跡

小倉東
古墳群

日置山
古墳群
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古代寺院

図１　交野の古墳編年
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表１　古墳一覧

地域 古墳・遺跡名 時期 墳形 墳丘長 埋葬施設 副葬品 周溝ほか 参考文献

穂
谷
川
流
域

牧野車塚古墳 4C中葉 前方後円 107 ？ ？ 埴輪（円筒・鰭付円筒・
朝顔）

西田編2005‌
一瀬2009

小倉東E地区‌
箱式石棺 4C末 ？ ？ 組合式箱型石棺 小型重圏文鏡、鉄製方

形板刃先 西田ほか2006

小倉東E-1号 5C前～中 方 14 ？ ？ 埴輪（円筒・柵・蓋）‌
鉄製鑣轡 〃

小倉東E-2号 5C後半 方 10.5 ？ ？ 須恵器（蓋・坏・甕） 〃
小倉東E-3号 5C後半？ 方 ？ ？ ？ 須恵器甕、結晶片岩 〃
小倉東E-4号 5C中？ 方 ？ ？ ？ 〃
小倉東E地区‌
木棺墓 5C代 方 ？ ？ ？ 〃

小倉東G地区‌
木棺墓 5C代 ？ ？ 木棺直葬 滑石製紡錘車、鉄製U

字形刃先、手鎌 〃

小倉東G地区‌
木棺墓 6C末～ 7C初 ？ ？ 木棺直葬 須恵器坏身、蓋（枕） 〃

小倉東5-2号墳 6C末～ 7C初 ？ ？ 木棺直葬 鉄鐸、舌、耳環 〃

赤塚山古墳 4C末～ 5C初 円？ ？ ？ 筒形銅器、巴形銅器、
鉄斧、石釧、須恵器壺？ 人物形埴輪 北野1967‌

西田2009
牧野阪古墳 5C初？ 円 15 ？ ？ 円筒埴輪 北野1967

比丘尼塚古墳 7C初頭～前 円？ ？ 横穴式石室
須恵器（蓋・坏・高坏・
長頸壺・台付長頸壺・
ハソウ・提瓶）

北野1967

宇山2号墳 6C中頃 円 14 木棺直葬‌
（１・２号遺骸）

須恵器蓋坏5組・蓋（棺
外）‌
須恵器坏（枕）、ハソウ、
提瓶、壺、太刀、小刀、
鹿角装刀子、釶、斧、
銀製空玉

須恵器大甕‌
鉄製素環鏡板付轡（周溝
内土坑）

西田1994

宇山1号墳 7C初頭～前 円 13 横穴式木室 銀象嵌鍔付太刀、鉄鏃 西田1994

宇山1号墳 7C初頭～前 円 13 木棺直葬 横穴式木室から銀象嵌
鍔付太刀、鉄鏃 西田1994

日置山遺跡SD01 5C中 方？ ？ ？ ？ 須恵器脚付壺・大甕‌
鉄鎌・土師器二重口縁壺 大竹1983

日置山古墳群 中～後期 枚方市文化財研
究調査会1988

ごんぼう山古墳 7C前半 方 3.5 無袖横穴式石室 なし 須恵器坏 桑原1980‌
瀬川1986

船
橋

楠葉古墳 5C前 円 20？ 埴製円筒棺 小形内行花文鏡、管玉、
臼玉 北野1968

楠葉古墳 5C前 円 20？ 組合式箱式石棺 北野1968

天
野
川
左
岸
上
流
域
～
枚
方
丘
陵
以
西

万年寺山古墳 前期後半？ 前方後
円？ ？ 粘土槨 銅鏡8面、太刀類 北野1967

万年寺山遺跡 前期後半？ 周辺埋葬 ？ 竪穴式小石室 円筒埴輪 三宅2006
万年寺山遺跡 前期後半？ 周辺埋葬 ？ 竪穴式小石室 三宅2006

姫塚 TK23 円？ 40 ？ ？
埴輪（円筒・朝顔・蓋形）・
滑石製双孔円板・韓式系
土器・須恵器

井上2003・2009

中振丸山１号 TK47 前方後円 16 木棺直葬 鉄刀、鉄鏃（長頸鏃20
～ 30）

埴輪（円筒・家形・鶏形・
人物）・須恵器 井上2003・2009

中振丸山２号 MT15 円（造出
し） 15 ～18 木棺直葬 埴輪（円筒・朝顔・蓋形）・

須恵器 井上2003・2009

天
野
川
上
流
域
右
岸

禁野車塚古墳 4C初～前 前方後円 110 粘土槨？ ？ 埴輪 井上2003‌
一瀬2009

禁野上野古墳 5C末～ 6C前 前方後円 40 ？ ？ 円筒埴輪（一部須恵質） 井上2003

白雉塚古墳 6C後半 円？ 30 左片袖横穴式石室

太刀・槍、石突、馬具（轡・
鞍・雲珠・杏葉）・鉄鏃、
鹿角装刀子・須恵器・
土師器、銀製空玉、琥
珀製棗玉、須恵質鰭付
円筒埴輪?

北野1967

天
野
川
中
～‌

上
流
域
左
岸

藤田山古墳 4C後半？ 円？ ？ 粘土槨３基
中央槨より画文帯神獣
鏡、銅鏃、鉄鑿、鉄斧、
鏃形石製品

円筒埴輪 北野1967

妙見山古墳 4C後半？ 前方後
方？ ？ 粘土槨 鉄剣、鉄鏃、刀子、玉

類 円筒埴輪 交野町教委1969
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表２　古墳一覧

地域 古墳・遺跡名 時期 墳形 墳丘長 埋葬施設 副葬品 周溝ほか 参考文献

天
野
川
上
流
域
右
岸

鍋塚古墳 3C末？ 前方後方 67 竪穴式石槨 ？ ？ 真鍋編2007
森１号‌
雷塚 3C末～ 4C初 前方後円 106 ？ ？ 二重口縁壺、直口壺 真鍋編2007

森2号‌
向山 4C前 前方後円 58 ？ ？ 二重口縁壺、直口壺 真鍋編2007

森3号‌
山神 4C中 前方後円 46 ？ ？ 埴輪（円筒・朝顔） 真鍋編2007

森4号 4C後？ 前方後円 50 ？ ？ ？ 真鍋編2007

森5号 ？ 円 15 ？ ？ ？ 真鍋編2007

車塚1号‌
東車塚 3C末 前方後方 65 粘土槨

銅鏡、玉類、石釧、琴
柱形石製品、農工具類、
筒型銅器、巴形銅器、
三角板革綴衝角付冑、
三角板革綴襟付短甲

埴輪（家・蓋・盾・靭？・
円筒・朝顔・壺形） 真鍋編2007

車塚2号‌
西車塚 ？ 方 27 ？ 円筒埴輪 真鍋編2007

車塚3号‌
東車塚南 5C初～前 円 22 ？ 埴輪（家・囲・蓋・盾・甲冑・

円筒・朝顔・壺形） 真鍋編2007

車塚4号‌
西車塚南 5C後～末 円 16 ？ 埴輪（家・動物・円筒・朝顔） 真鍋編2007

車塚5号‌
車塚V 5C中 円 17 ？ 埴輪（動物・円筒・朝顔） 真鍋編2007

大畑 5C後 前方後円 85 ？ 円筒埴輪 真鍋編2007
焼垣内遺跡 5C後半 方？ ？ ？ ？ 円筒埴輪片、須恵器高坏 水野1992

倉治１号墳 6C中頃 ？ ？ 小竪穴石室
太刀、刀子‌
須恵器（有蓋短脚高坏・
広口壺・有蓋壺・短頸壺）

交野市古文化
1975‌
水野1992

倉治２号墳 6C後葉 ？ ？ 横穴式石室

直刀片、鉄鏃（平根・片刃・
長頸）、鎌、刀子、釶、釘？‌
耳環、勾玉、切子玉、
棗玉、管玉、小玉、土玉、
須恵器坏、土師器小形
台付壺

〃

倉治3号墳 6C後葉 ？ ？ 横穴式石室
鉄鉾、石突、鉄鏃（長頸）、
土玉、須恵器（坏・提瓶）、
砥石

〃

倉治4号墳 6C後葉？ ？ ？ 横穴式石室 耳環 〃
倉治5号墳 6C後葉？ ？ ？ 横穴式石室 〃

倉治6号墳 7C初頭～前葉 ？ ？
横穴式石室‌

（竪穴系横口式石
室か）

須恵器（高坏・台付長
頸壺） 〃

倉治7号墳 6C中頃 ？ ？ ？ 須恵器？ 〃
倉治8号墳 6C後葉 ？ ？ ？ 須恵器？ 〃
寺1号墳 6C後半 円 13 ？ ？ 水野1992
寺2号墳 6C後半 円 13 ？ ？ 〃
寺3号墳 6C後半 方 12 右片袖横穴式石室 ？ 〃
寺4号墳 6C後半 円 12 ？ ？ 〃
寺5号墳 6C後半? ? ? ？ ？ 〃
寺6号墳 古墳後期 円 10 ？ ？ 〃
寺7号墳 古墳後期 ? ? ？ ？ 〃
寺8号墳 6C末？ ? ? ？ 須恵器 〃
寺9号墳 古墳後期 円 10 ？ ? 〃
寺10号墳 古墳後期 円 10 ？ ? 〃
寺11号墳 6C末？ 円 14 ？ ? 〃
寺12号墳 6C末？ 円 15 ？ ? 〃

清水谷古墳 6C後葉？ 円？ 12？ 竪穴系‌
横口式石室 耳環、鉄滓？ 水野1992
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整理した。牧野車塚を５世紀初頭前後に繰り上げるなど年代観が大きく見直されることとなった（井

上2003）。西田敏秀と一瀬和夫は牧野車塚古墳の調査で得られた円筒・鰭付円筒埴輪を整理し、４世

紀代に位置付けた（西田2005・一瀬2009）。所梓は、小倉東古墳群出土円筒埴輪の生産体制の分析し、

二条三段円筒について総持寺23号墳と構成以外は類似しないことを明らかにし、５世紀後半の車塚V

号墳で器高は小倉東E １号例と、底部高に関しては総持寺23号墳と一致し、企画が混在している可能

性を指摘した（所2006）。真鍋成史と井上主税らは交野市域の埴輪を整理・報告し、交野市郡津ほか

の埴輪資料から未確認の古墳の存在が推定されることになった（真鍋編2007）。西本和哉は、古墳時

代中期における生駒山西麓地域の古墳群形成に古市百舌鳥古墳群の影響をみる（西本2009）。

　こうした埴輪研究からは、交野の埴輪生産は、各時期の主要な埴輪生産体制から技術的影響下にあ

りながらも、一部で地域色を示すものであったことがわかる。

（３）古墳出土石材の研究

　森田克行は前期前葉に摂津・北河内の古墳へ結晶片岩類が使用される状況を指摘した。さらに、茨

木市溝昨遺跡の土器搬入状況から、こうした石材が阿波産のものと推定している（森田2006）。西田

敏秀は、牧野車塚で葺石に利用される板石の中に、吉野川流域産とみられる緑泥石片岩・紅簾石片岩

等、猪名川流域産の石英斑岩、羽曳野市春日山産の輝石安山岩が含まれることを明らかにしている（西

田2005）。三宅俊隆は、万年寺山遺跡１号石棺を調査・報告する中で、この組合わせ式箱式石棺に吉

野川流域産とみられる泥質絹雲母岩・玄武岩質凝灰岩室点紋班片岩・紅簾石片岩が用いられているこ

とを明らかにした（三宅2006）。宇治田和生らによる禁野車塚古墳の調査では芝山産橄欖石安山岩が

出土した（宇治田ほか2007）。奥田尚は、牧野車塚古墳の第１、２トレンチ出土石材、小倉東遺跡E

地区の箱式石棺の石材について、阿波産石材が多いことを示した（奥田2006）。真鍋成史は、交野市

鍋塚古墳や、森遺跡で結晶片岩が出土することを示した（真鍋2007）。奈良拓弥は北河内地域の古墳

出土石材についても調査し、古墳時代を通して、淀川左岸を石材利用にまとまりのない地域と評価し

た（奈良2011）。なお、奈良は鍋塚古墳葺石について、現地で表採可能な資料から粘板岩と評価した。

真鍋が示した結晶片岩と粘板岩が併存するものであるのか、あるいは粘板岩が結晶片岩と誤認された

ものであるのか現況では判断しがたく、今後の調査課題となっている。

（４）後期古墳の埋葬施設の研究

　古墳時代後期については、埋葬施設の研究から多くの成果が得られてきた。横穴式石室については

次のような研究がある。

　水野正好は交野市域の後期古墳の石室を報告する中で、清水谷古墳や倉治古墳群で認められる竪穴

系横口式石室が、渡来系集団の関与によるものと評価した（水野1992）。畿内地域の横穴式石室を研

究する太田宏明は、北河内における横穴式石室に地域のまとまりを認めず、古墳群ごとに特色がある

ものと評価した（太田2007）。富山直人の見解も同様のものであるが、より具体的に各石室の特徴に

言及している（富山2007）。清水谷古墳の竪穴系横口式石室は、奈良県二塚古墳など葛城地域の一部
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の石室と類似すると指摘した。交野市寺3号墳の石室については右片袖という点では中河内と共通す

るものの、羨道第一天井石にかかるように玄室側壁の石が積まれ、袖部が羨道第一天井石の位置にあ

わない独特の積み方のものと位置づけた。枚方市白雉塚古墳については、左片袖で羨道部の石材が小

型化する点で、向日市物集女車塚、茨木市南塚古墳など淀川流域の首長墓と類似するものであること

を指摘した。全体としては、両袖が認められない地域であることなど中河内と異なる個性をもつ地域

と評価している。

　また、横穴式石室以外の埋葬施設については西田敏秀が整理をしている（西田1994）。西田は枚方

市宇山２号墳の横穴式木室と陶器千塚の類似を指摘した。また倉治古墳群に存在する小竪穴石室や、

小倉古墳群の木棺直葬など、多様な埋葬施設が併存していたことを明らかにされている。

　こうした古墳時代後期の埋葬施設の研究からは、次のような地域の特徴が明らかにされている。天

野川下流域から船橋川付近、現在の枚方市域の後期古墳では、上位の白雉塚古墳のみに、淀川流域の

影響下にある横穴式石室が採用される。下位の古墳では、石材が用いられず、多様な埋葬施設が併存

している。

　天野川上流域、現在の交野市域の後期古墳の埋葬施設では石材が利用されるという共通点はあるも

のの、規模に差が少なく階層差が明確ではない。またその構造については、中河内地域の石室と共通

点を持ちつつも独特の横穴式石室や、大和に類例のある竪穴系横口式石室など、多様なものが存在し

た。

（５）後期古墳の副葬品の研究

　ここでは後期古墳の副葬品研究のうち、地域間関係を示したものについてふれておきたい。鉄鏃に

ついては、豊島直博が長岡京市稲荷塚古墳後円部石室出土した平根鏃を検討する中で、宇山１号墳な

ど淀川流域の古墳出土鉄鏃と類似することを示した（豊島2006）。

　棺に用いられる鉄釘については、金田善敬が奈良盆地で、後期古墳出土釘の分布に地域色が存在す

ることを明らかにしている（金田1999）。このうち、大和盆地南西部の寺口忍海・千塚古墳群などに

多い金田分類Ｘ類の釘は、倉治古墳群で出土していることが注目される（水野1992）。

（６）小結－交野の古墳の動向－

　古墳時代前期においては、森古墳群をはじめとして、前方後円墳が複数系列の存在が存在していた。

ただ、古墳時代中期まで前期からの古墳群が継続する事例は少ない。その中では、森古墳群が所在し

た交野の山地ではなく、段丘上で展開する交野車塚古墳群が卓越する。この古墳群築造には、採用さ

れている埴輪や出土品から百舌鳥・古市古墳群の造営主体との関わりが強いと判断できる。この点は、

奈良盆地の勢力とのつながりが強かった古墳時代前期の状況とは異なるものである。穂谷川流域では

赤塚古墳以後は系譜が不明になるものの、中小規模の古墳造営は続く。中期後半に中振、姫塚の新興

勢力があらわれる。

　古墳時代後期においては、天野川下流域に首長墳と目される禁野上野古墳・白雉塚が築造される。
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それに対して、天野川上流域では、卓越した内容の古墳は認められなくなっており、寺・倉治古墳群

は均質的であることが注目される。また、この段階になると、天野川上流域と下流域で埋葬施設の差

が顕著になる。天野川下流域では白雉塚古墳などに淀川流域の古墳との共通点がうかがえるのに対し

て、天野川上流域の古墳では、奈良盆地あるいは中河内の古墳との共通点が多い。こうした古墳の動

向からは、この地域の古墳時代の有力者層は、中央の王権内部の変動に大きく影響を受けながら変化

してきたものと評価できる。さらにその背景を探るためには集落・生産遺跡といった他の遺跡の動向

が重要になる。

３．交野の集落と生産

（１）庄内式期～古墳前期の集落研究

　西田敏秀と荒木幸治は庄内式期までの集落・墳墓の動態を明らかにし、庄内式土器の影響が少ない

地域であることを示した（西田・荒木2000）。またこの研究を受けて、森岡秀人は淀川右・左岸の地

域差の整理した（森岡2000）。濱田延充は北河内地域の集落変遷を整理した。弥生時代中期頃から淀

川の各支流に中心となる集落があらわれ、矢よ時代後期以後周辺に多数の遺跡が出現・展開し、前期

古墳はそのグループごとに築かれることを明らかにした（濱田2001・2009）。山田隆一は、庄内式土

器・搬入土器を検討する中で、こうした土器が多く持ち込まれる招提中町遺跡や森遺跡などを流通拠

点とみる。ただし北河内への搬入土器は中河内に比べ少ないことも指摘している。森古墳群の造営主

体として、森遺跡の集落を営んだ集団を想定する（山田2004）。松尾奈緒子は招堤中町遺跡の古墳時

代前期の竪穴建物を標準的な規模・構造のものと位置付けた（松尾2004）。前田義明は竪穴建物の平

面形態の変化を整理した。弥生中期まで円形多数、弥生後期～古墳前期で方形中心に変化する（前田

2006）。真鍋成史は森古墳群が築造開始されるのと同時期に森遺跡で溝が掘削されるなど開発が進む

ことを指摘した（真鍋2007）。結晶片岩の出土から流通拠点ともされる。また、布留期後半に空白期

の可能性も示した。その後の調査で、森遺跡内部では方形区画の一部と見られる遺構が確認され、古

墳時代前期における中心遺構の存在が明らかになりつつある（交野市教育委員会2013）。田中元浩は、

西田敏秀と荒木幸治以後の増加資料も検討した上で、庄内甕の流入が少ない地域と評価した。庄内甕

の動きと墳墓の動向が一致するものではないことも示した（田中2009）。市村慎太郎は、竪穴住居の

形態・面積の変化を整理し、後期末から庄内式期に方形化することを示した。また私部南遺跡におけ

る庄内式期の水田にも着目している（市村2009）。奥和之は、招堤中町遺跡の大型住居について首長

住居・祭祀場の可能性を示した。ただし、住居内構造・出土遺物は一般住居との差が認められず、今

後の課題としている（奥編2010）。

　こうした研究の中では、古墳時代前期において交野の集落遺跡では、招堤中町遺跡、森遺跡などの

中心的な集落の存在が明らかになっており、こうした集落遺跡を形成した集団により前期古墳が築造

されたものと推定されている。その一方で、当地域では奈良盆地などで確認された豪族居館のように

卓越したものは未確認であり、比較的均質的な集落構造が想定されている。森古墳群をはじめとして

北河内地域のなかでも前期古墳が集中した背景を考える上で課題の一つとなる。
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（２）古墳時代中期以降の集落研究

　交野市史（片山1963）、枚方市史（瀬川1986）で当地域の古墳時代中期以後の集落遺跡についても

まとめられていたが、その後の調査の増加の中で新たに多くの遺跡が確認された。

　竹原伸仁は、九頭神遺跡に６世紀後半～末の豪族居館の可能性もある建物群が存在したことを明ら

かにした（竹原1997）。森本徹らにより摂河泉の集落遺跡集成される中で、枚方・交野市域の集落遺

跡の様相も整理されている（森本ほか2005）。中期以後の鍛冶などの生産地としての様相について、

可耕地の少ない台地を生産に有効活用した結果とみる。また、大規模な集落である上私部遺跡につい

ても豪族居館のような階層性があらわれないことを特徴とする。さらに、周辺の後期古墳にも階層性

が認められないことにも注目している。若林幸子は豪族居館との比較により、上私部遺跡を「生産拠

点集落」として位置づけた（若林2011）。

　こうした中期以降の調査増加をふまえた研究成果のなかでは、穂谷川流域の地域では九頭神遺跡の

ような核となる遺跡が存在することが明瞭になった。これに対し、天野川上流域では集落規模がきわ

めて大きい上私部遺跡などの存在が明らかになった。ただ、広域に調査され明らかになったその内部

構造は必ずしも豪族居館のように中心が明確なものではなかった。

（３）韓式系土器研究

　交野は、かつてから渡来系集団の存在が着目されていた（片山1963ほか）。これを裏付けるように、

各地で韓式系土器が検出されており、研究が積み上げられてきた。

　大竹弘之は交北城ノ山と茄子作の韓式系土器の存在を明らかにし、茄子作遺跡例については、百済

系土器であることを明らかにした（大竹ほか1987・大竹2011）。定森秀夫は、北河内地域全般の韓式

系土器の様相を明らかにする中で、交北城ノ山の硬質高坏が、慶尚南道馬山方面の土器と類似するこ

とを指摘した。（定森1997）。西田敏秀は集落・墓域での韓式系土器の出土状況から、馬匹生産や鉄鍛

冶に関連した渡来系集団の定着を推測した（西田1998a）。網伸也は、上私部遺跡の新羅土器長頸壺に

着目した。共伴する須恵器から６世紀中頃の年代のものと位置づけ、文献上にあらわれる茨田屯倉の

可能性も示唆している。また７世紀代に入り、交野市長宝寺跡で出土した新羅系の瓦がもたらされた

背景に古墳時代後期以来の往来が関係したものとみた（網2006）。真鍋成史は、鍛冶生産遺跡である

森遺跡において、地上式とみられる鍛冶炉周辺に韓式系土器が多いことを指摘しており、鍛冶生産へ

渡来系集団が関与したものとみている（真鍋2009）。中久保辰夫は、河内地域における韓式系土器の

出土状況から渡来系集団の定着過程を検討した。枚方丘陵以西の蔀屋北遺跡などに比べ、交野では渡

来系文物の流入が少なく、影響が間接的な地域と評価した（中久保2012）。

　交野における韓式系土器の出土数は、河内地域の中では比較的希薄と評価されるが、その出土例が

生産遺跡の周辺に認められることが注目されている。

（４）古墳時代中期から後期の生産

　古墳時代中期から後期の交野では、多くの生産遺跡も認められている。まず、広く知られているの
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表３　集落生産遺跡一覧

遺跡名 前期 中期‌
前半

中期‌
後半 後期 参考文献

伊加賀 ○ ○▲鉄 ※未報告・真鍋氏教示
中振ドウネンボウ ○ 枚方市文化財研究調査会1988
楠葉野田 ○ 枚方市文化財研究調査会1988
船橋 ○ ○ 枚方市文化財研究調査会1988
渚 ○ 枚方市文化財研究調査会1988
宇山 ○ 枚方市文化財研究調査会1988
養父丘 ○ 枚方市文化財研究調査会1988
九頭神 ○ ○ 枚方市文化財研究調査会1988
招堤中町 ○ ○ ○ 奥編2010
小倉東 ○ ○ ○ 瀬川1986・西田編2006
交北城ノ山 ○ ○★▲馬 ○★ 西田1998a
田口中島 ○ 枚方市文化財研究調査会1988
出屋敷 ○ ○ ○ ○ 枚方文化財だより19号・瀬川1986
藤阪南 ○ ○▲馬 瀬川1986
長尾西 ○ 枚方市文化財研究調査会1988
津田トッパナ ○ 枚方市文化財研究調査会1988
津田城 ○ 大阪府・枚方市1992
御殿山 ○ ○ 枚方市文化財研究調査会1988
禁野本町 ○ ○ ○ ○ 駒井ほか2006・井西2007
藤田土井山 ○ 枚方市文化財研究調査会1988
藤田町 ○ ○ 西田1980・瀬川1986
星丘 ○ ○ 瀬川1986
星丘西 ○ 枚方市文化財研究調査会1988
村野 ○ ○ 瀬川1986
茄子作 ○ ○★▲ ○▲機織？ 黒須ほか2008・大竹2011
上の山 ○ ○ 矢倉編2005・後藤編2007
交野郡衙 ○？ 水野1992
郡津渋り ○？ 水野1992
倉治 ○★ ○ 小川裕2011
東倉治 ○ 前田2006
私部南 ○★ ○★▲鉄 ○ 三好ほか2011
上私部 ○★ ○ ○★ 若林2011
寺村 ○ 西田・荒木2000ほか
森 ○ ○▲鉄 ○★▲鉄 ○★▲鉄 奥野・山口1989

［凡例］○集落　　★韓式系土器　▲生産関連



木津川・淀川流域における弥生～古墳時代集落・墳墓の動態に関する研究

101

は鍛冶生産である。日本列島内の鍛冶生産遺跡を検討した花田勝弘は、森遺跡について５世紀代に鍛

冶生産を始め、６世紀に拡大し、7世紀前半に操業停止するとみる。車塚古墳群の被葬者を操業主体

とみる（花田2002）。ただし、一方で、先に古墳動向の整理の中で確認したように、鍛冶生産が本格

化する６世紀代に、車塚古墳群の造営が終了している可能性が高いことも念頭に置かなければならな

い。真鍋成史は、森遺跡において倭韓折衷の鍛冶が行われた状況を明らかにするとともに、その操業

主体として、５世紀代においては交野車塚古墳群、６世紀代においては寺古墳群などの被葬者を想定

した（真鍋1997・2009b）。池淵俊一は、古墳時代の鍛冶生産を類型化する中で、６世紀以後の森遺

跡の生産を大県類型（畿内政権直轄型生産）に位置づける（池淵2004）。５世紀代の大規模化してい

ない生産内容と、６世紀代の大規模化した鍛冶生産を異なる段階のものとして捉える点が重要である。

交野市域では、私部南遺跡で鍛冶炉・鉄滓・羽口・鉄延が検出された。中期後半まで森以外でも小規

模な鍛冶生産が行われていたことが明らかになった（三好ほか2011）。丹羽崇史らは、畿内地域にお

ける鍛冶関連遺跡集成の中で、小規模生産地間で技術影響があった可能性を示した（丹羽ほか2013）。

　次に、古墳時代の中期以後に須恵器生産も行われていたことも明らかにされてきた。枚方市域から

交野市域において古墳時代須恵器窯が存在することは、早くから認識されてきた（片山1963・北野

1967）。山田邦和は京都府南部から北河内における古代を中心とした須恵器生産地を集成・検討する

中で、古墳時代後期から古代にかけて存在した交野市から枚方市域の窯跡群を枚方古窯趾群として

整理した（山田編1995）。山田池窯跡付近の出屋敷遺跡における調査では、６世紀前葉から中頃の焼

成不良品が出土していることが報告されており、未確認の窯跡が存在することが想定された（桑原

1983）。 南孝雄は、茄子作遺跡から上の山遺跡で確認された融着須恵器資料や窯体片などの資料から、

古墳時代中期前葉における初期須恵器生産が行われていたことを明らかにした。また、陶邑西部地区

の製品との類似から、中期後半以後の地方窯拡散の先駆例として評価した（南2009・2011）。網伸也

は上私部遺跡をはじめとした集落・古墳出土須恵器の形態や製作技法の特徴から、５・６世紀を通し

て交野周辺で須恵器生産が継続していた可能性を指摘するとともに、千里窯製品の影響も指摘した（網

2007）。筆者は、茄子作窯に関して窯道具などにみられる陶邑西部地区との差異から、陶邑を介さな

い生産開始の可能性を示した。中期～後期の在地生産が継続する可能性を認め、甑、有蓋高坏、須恵

器蓋杯の特徴から陶邑西部地区の影響が強いものと位置づけた（吉田2010）。

　この他に、西田敏秀は、枚方市域において馬匹生産に関わる遺跡を抽出している。ここでは、５世

紀中頃かそれ以前の流路で馬の下顎骨が出土した交北城ノ山遺跡、５世紀後半代の多量の滑石製臼玉・

双孔円板・製塩土器とともに馬の骨が出土した出屋敷遺跡があげられているほか、藤阪南遺跡の６世

紀中頃の長方形掘立柱建物が、厩舎遺構である可能性が指摘された（西田1998a）。黒須亜希子は、茄

子作・上の山遺跡出土の木製品を整理する中で、糸の痕跡が残る高機の部材が含まれていることを明

らかにした。伴う土器は６世紀後半から飛鳥時代にかけてのもので、当該時期に機織が行われていた

ものと推定される（黒須ほか2008）。
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（５）古墳時代における中央政権の膝元の生産地としての位置づけ

　畿内地域において、大規模な手工業生産地が集中して立地することのない様子は、王権により計画

的に配置されたものと位置づけられてきた（和田2002・一瀬2005・菱田2007・坂2012）。また、塚本

敏夫は、現在の大阪北半の淀川流域で展開した生産コンプレックスとして捉える（塚本2006）。中久

保辰夫は、こうした生産地の開発が段階的に進展したものととらえ、先に大阪南部の開発が進み、５

世紀後半より大阪北部の開発が進展するものと評価した（中久保2012）。こうした生産遺跡の動向の

整理が交野においてどのようにあてはめられるのかは次項で生産・集落遺跡の動向とともに整理した

い。

（６）小結

　集落・生産遺跡の調査研究成果をまとめたのが第３表である。これをもとに集落・生産遺跡の展開

を整理しておきたい。古墳時代前期の集落については、庄内式期の延長線上の集落が交野台地上に多

く認められる。これが古墳時代中期になると、前期に存在した集落の多くは途絶する。その一方で、

穂谷川下流域の交北城ノ山遺跡、天野川上流域左岸の上の山遺跡・茄子作遺跡、天野川上流域右岸の

森遺跡や私部南遺跡などで、韓式系土器が認められるようになるとともに、鍛冶・須恵器・馬匹など

の生産が行われるようになる。これは中期後半にかけて拡大していく様子がうかがわれる。中久保氏

が指摘した古墳時代中期以後の生産・開発が時期差をもって進展したという点は、北河内においても

あてはまる。ただし、５世紀の段階では、森遺跡における鍛冶生産の規模は必ずしも大きいものでは

ない。また小規模な鍛冶生産が私部南遺跡などに認められ、森遺跡のみに鍛冶生産が集約された様子

はうかがえない。また、交野台地上でその他の馬匹生産や須恵器生産に関連する遺跡も併存しており、

この段階では中小規模の生産が集落とともに営まれているものと評価しておくのが妥当と考える。

　古墳時代後期になると、集落遺跡数は増加するとともに、生産地は集約化されていく様子がうかが

える。鍛冶生産は森遺跡で集中的に行われるようになる。また、天野川上流域右岸の上私部遺跡では、

開発拠点となるような大規模集落が営まれた。菱田氏らが評価するような大規模生産地の配置体制が

とられるようになったのは、交野では森遺跡における鍛冶生産が大規模化する６世紀代のこととみる

のが妥当と考える。ただ、６世紀代に入ってからも当地域は鍛冶生産のみに特化するのではなく、山

麓では須恵器窯が認められるほか、穂谷川流域では馬匹生産に関わる藤阪南遺跡なども併存する。大

規模化・集約化する鍛冶生産とともに、中小規模の多様な生産が行われるのが当該期の特徴である。

　なお、古墳時代の終わりとともに、古墳時代後期に認められた大規模な集落・生産地は、断絶する

ことになる。古墳時代有数の鍛冶生産地である森遺跡では７世紀前半頃に操業が停止している。この

背景については、奈良盆地の官営工房へ集約されたとの見方もある（真鍋1997ほか）。また、上私部

遺跡も同じ頃に遺構・遺物が認められなくなる。その一方で古墳時代においては鍛冶生産ほどの規模

が認められなかった須恵器生産については、古代においても継続しており、大谷北窯などで飛鳥・奈

良時代の須恵器窯跡・灰原が確認され、7世紀前半に陶棺の生産も行うなど特殊な生産も担っている

（水野1992・中村2004）。また、楠葉平野山瓦窯のように瓦陶兼業窯もあらわれた。この７世紀代の状
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況をふまえると、古墳時代後期における鍛冶生産の特殊性がうかがえる。

４．まとめ

（１）交野の古墳時代前期

　ここまでみてきた古墳・生産遺跡・集落遺跡の分布を時期ごとに図２から図５に示した。これにも

とづき、遺跡動態の変化を整理することにより本稿のまとめとしたい。まず古墳時代前期において

は、交野台地上で庄内式期以来の集落遺跡が多く認められた。こうした集落遺跡の発展の中で、天野

川上流域で森古墳群、天野川下流域右岸で禁野車塚古墳や万年寺山古墳といった前期古墳が築造され

るに至ったと考えられる。また今回は十分にふれることができなかったが、交野市私部南遺跡では、

古墳時代の水田遺構も確認されている。ただし、交野台地上では古墳時代前期において豪族居館のよ

うに権力の集中をうかがわせる中心的な施設は明瞭ではない。森遺跡で近年区画溝の一部とみられる

遺構が確認されたように、今後の調査報告で検討されるべき課題となる。ただ、この状況は次の古墳

時代中期以後にも引き続くことや、相当の面積を調査されてきた招堤中町遺跡などの事例をふまえる

と、均質的な集落構造の中から古墳が築造されるにいたった特殊な地域である可能性も想定すべきで

ある。

（２）交野の古墳時代中期

　古墳時代中期段階では、集落遺跡は減少するが、天野川上流域の森遺跡など一部の集落が残り、集

落域の集約化がなされたような状況がうかがえる。こうした集落域の中に、森遺跡、交北城ノ山遺跡

などで渡来系集団の存在をうかがわせる韓式系土器が出土するとともに、古墳時代中期に新たに鍛冶

や馬匹などの生産の痕跡が認められる。

　集落内部の構造の分析が十分ではないが、現時点ではこうした渡来系の文物や新規の生産が、古墳

時代前期より続く集落遺跡の中にあらわれている点が当地域の特徴といえる。この点は、河内湖周辺

で古墳時代前期における空閑地に渡来系文物が集中し開発が進展する状況とは異なるものと評価でき

る。現在の研究状況からは、新規の生産技術を有するわずかな渡来系集団が、既存の集団の中へ組み

込まれているものと評価するのが妥当である。

　こうした集落・生産域の近隣に、穂谷川流域では赤塚古墳や小倉東古墳群、天野川上流域では交野

車塚古墳群が築造される。こうした古墳の被葬者が古墳時代中期の集落・生産を統括したものと目さ

れる。ただし、古墳時代前期と同様に居住域に中心的な施設は認められず、古墳時代の前期と同様に

今後の検討課題となる。

（３）交野の古墳時代後期

　古墳時代後期においては、地域ごとに大きく異なる状況が生じている。天野川上流域では、鍛冶生

産が森遺跡に集約化されるのみでなく、私部南遺跡、上私部遺跡の集落域が拡大する。ただし、その

集落や生産域の内部には、やはり中心的な施設が欠如している。当地域で墓域は山地に移動し、中小
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古墳時代前期の交野台地（森井 2007 をもとに作成）

森

森古墳群

私部南

東倉治

星丘
村野
村野南

星丘西

藤田町
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渚

九頭神

小倉東

田口中島

交北城ノ山

藤阪東出屋敷

ごんぼう山

藤阪南

上の山茄子作

禁野本町

中宮ドンパ

養父丘

招堤中町
穂谷川

船橋川

天野川 禁野車塚

牧野車塚
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万年寺山古墳

藤田山古墳

山地・丘陵

台地（中位段丘）

台地（低位段丘）

扇状地

淀川本流（1927）

推定旧淀川

推定旧河川沖積・谷底平野

集落

0 2km

古墳

図２　古墳時代前期の交野台地（森井 2007をもとに作成）
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古墳時代中期前半の交野台地（森井 2007 をもとに作成）

森
車塚古墳群

私部南
上私部

小倉東

交北城ノ山

出屋敷

上の山茄子作

禁野本町

招堤中町
穂谷川

船橋川

天野川

赤塚古墳

須

古墳

倉治

山地・丘陵

台地（中位段丘）

台地（低位段丘）

扇状地

淀川本流（1927）

推定旧淀川

推定旧河川沖積・谷底平野

集落

0 2km

生産

鉄

馬

図３　古墳時代中期前半の交野台地（森井 2007をもとに作成）
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古墳時代中期後半の枚方・交野台地（森井 2007 をもとに作成）

森
車塚古墳群

私部南
上私部

小倉東
交北城ノ山

出屋敷
禁野本町

招堤中町
穂谷川

船橋川

天野川

鉄

鉄
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倉治

日置山古墳群

山地・丘陵

台地（中位段丘）

台地（低位段丘）

扇状地

淀川本流（1927）

推定旧淀川

推定旧河川沖積・谷底平野

0 2km

古墳

集落 生産

伊加賀

図４　古墳時代中期後半の枚方・交野台地（森井 2007をもとに作成）
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古墳時代後期の交野台地（森井 2007 をもとに作成）
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鉄
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馬
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図５　古墳時代後期の交野台地（森井 2007をもとに作成）
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規模の寺古墳群などの群集墳が築かれるものの、首長墳と目されるようなものは確認されていない。

なお、こうした群集墳は地域色の強いものであるが、奈良盆地や、中河内の古墳と類似点があげられ

る。この有力な首長墳が不在で生産・集落域が大規模化するあり方は、交野でも他の地域・時期では

認められず極めて特殊な状況と評価できる。その背景を考察することは今後の課題となるが、現状で

はその生産の経営主体が交野以外に拠点や墓域を持っていた可能性が高いものとみられる。６世紀代

の森遺跡や上私部遺跡周辺で認められるこのあり方は、網伸也らが可能性を指摘した屯倉のイメージ

に沿うものと考えられる。ただ、現時点では集落の内部構造などを十分できておらず、今後の検討課

題となる。

　穂谷川流域では、招堤中町遺跡などの集落遺跡が継続するほか、九頭神遺跡では、豪族居館の存在

した可能性も指摘されている。集落・墓域は比較的近接しているものの、生産域が穂谷川下流域では

不明瞭になり、上流域の山田池窯跡や藤阪南遺跡で営まれる。生産域のみが分かれてくるのが当地域

の特徴である。

　天野川下流域は、古墳時代中期段階では禁野本町遺跡の集落域以外の状況が不明瞭であったが、台

地上で集落数が大きく増加する。また、白雉塚古墳などの卓越した内容の古墳が認められるようにな

り、集落・墓域の面では卓越した地域となる。その一方で生産域は不明瞭である。当該期の交野台地

において、唯一の前方後円墳と目される禁野上野古墳や、豊富な副葬品をもつ白雉塚古墳の被葬者が

交野台地一円の生産を統括していた可能性も想定される。ただ、こうした天野川下流域の古墳と、生

産域が集中する天野川上流域の古墳には類似する点が少ないことからは、現況ではその可能性は低い

ものと評価しておきたい。

（４）今後の課題

　以上のように交野における遺跡動態を整理してきた。その中では、畿内地域の中でも、河内湖周辺

の地域とは異なる様相を認めることができた。ただ、今回の検討の中では、各集落・生産遺跡の内部

構造を検討できていない。また、各時期に認められた遺跡動態の画期は、「茨田屯倉」の記事のよう

に古代史上の問題と関連する可能性が高いが、今回は十分に言及することができなかった。この２点

を今後の課題として本稿を終えたい。
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